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議 事 日 程（１月定例会） 

 

日程第１ １２月定例会会議録承認について  

日程第２ 議案第１号 高松市高等学校等入学準備金貸付選考委員会委員の委嘱又

は任命について 

 

日程第３ 議案第２号 高松市奨学生選考委員会委員の委嘱又は任命について  

日程第４ 議案第３号 高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について  

日程第５ 報告事項   

 １ 平成２６年度高松市立小・中学校教職員永年勤続者に対する感謝状

贈呈式の開催について 

 

 ２ 平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果の考察と

今後の対策について 

 

 ３ 情報モラル啓発資料「家庭ではぐくむ情報モラル－正しく使おうケ

ータイ・スマホ－」の作成・配布について 

 



 

【平成２７年１月２２日（木） 議 事 内 容】 

 

午前９時３０分 開会 

 

委員長が、会議録の署名委員に児玉委員を指名。 

 

日程第１ １２月定例会会議録承認について 

 

委員長が、１２月定例会会議録承認について各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

日程第２ 議案第１号 

日程第３ 議案第２号 

議案第１号 「高松市高等学校等入学準備金貸付選考委員会委員の委嘱又は任命につ

いて」 

議案第２号 「高松市奨学生選考委員会委員の委嘱又は任命について」 

 

学校教育課長から、平成２７年２月１日付けで高松市高等学校等入学準備金貸付選考委

員会委員及び高松市奨学生選考委員会委員の委嘱又は任命を行うことについて一括し

て説明。 

 

＜質疑＞ 

（発言する者なし） 

 

 

委員長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 



 

 

日程第４ 議案第３号 

議案第３号 「高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について」 

 

学校教育課長から、高松市立小中学校における夏季休業期間を１週間短縮することに

伴い、改正することを説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  もっと反響があるかと思いましたが、それほどでもなかったように思いま

す。給食がないことについては、少し意見を聞きました。保護者は喜んでいる人が

多いようです。 

○ 委  員  保護者は良かったと言う人が多かったです。子供は不満そうでした。 

○ 委 員 長  まだ知らない人もいるようですし、教えてあげても反応が薄い人もいまし

た。 

○ 委  員  学校には伝わっているのでしょうか。 

○ 教 育 長  校長を通じて教職員には周知していますが、短縮される具体的な日程はま

だ知らせていません。今後、正式に通知する予定です。 

 

 

委員長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

日程第５ 報告事項 

報告事項１ 「平成２６年度高松市立小・中学校教職員永年勤続者に対する感謝状贈

呈式の開催について」 

 

学校教育課長から、平成２６年度高松市立小・中学校教職員永年勤続者に対する感謝状

贈呈式の開催について説明。 



 

 

＜質疑＞ 

（発言する者なし） 

 

 

 

報告事項２ 「平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果の考察と今

後の対策について」 

 

保健体育課長から、平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果の考察

と今後の対策について報告。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  全国や県の平均を下回っているということは、運動する基礎的な能力が乏

しいということでしょうか。 

○ 保健体育課長  機会や時間が少ないのかもしれません。 

○ 委  員  近所の公園でも遊んでいる子供をほとんど見ません。そこは学校ではなく

家庭の問題なのかもしれません。 

○ 委  員  やはり家の中でゲームをして遊んでいるようです。公園に行ってもすぐに

戻ってきて、友達の家に集まってゲームをしています。外で遊ぶ時間は確かに減っ

ていると思います。 

○ 委  員  それも原因なのでしょうか。 

○ 保健体育課長  学校では、朝や休み時間等を使って、公園でもできる体力・筋力向上

に繋がる遊びを紹介したり働きかけをしたりしています。１校１運動としても、各

校において工夫をして取組みを行ってはいるものの、なかなか効果が表れていない

のが実情です。 

○ 委  員  ボール遊びが禁止されている公園もありますので、子供としてもなかなか

遊びにくいのではないかと思います。 

○ 委  員  学校では遊べないのかという保護者の声もあります。色々な制約もあると



 

は思いますが、不審者等の心配もあり、学校で遊べると安全であり、保護者からす

るとありがたいことです。 

○ 教 育 長  下校指導の問題がありますので、残って遊ぶことは難しいと思います。一

旦帰宅して、戻ってきて遊ぶということはどうなのでしょうか。 

○ 学校教育課長  事故が起こったとき等のことを考えて、原則的には認めていません。 

○ 委  員  池田小学校の事件の時から門を閉めるようになりました。ＰＴＡでも色々

と安全対策を考えましたが、それ以後も次々と事件が発生して、制約ができてしま

いました。しかし、制約があるのは高松市以外も同じだと思いますので、全国や県

の平均より下ということは他の要因があるのではないでしょうか。 

○ 委  員  なぜなのでしょうか。 

○ 学校教育課長  危険だということで、学校でも公園でも遊具が減りました。もしかし

たらそれも一因かもしれません。 

○ 委  員  専門家を呼んで、体育の教師に研修をしたことはあるのでしょうか。 

○ 学校教育課長  学校によってはしているかもしれません。小学校においては学級担任

が体育の授業をしている訳ですが、体育の主任が中心となり、学校全体として、課

題の改善に取り組んでいます。 

○ 保健体育課長  「こつ伝授 第４集 体力・運動能力向上編」では、高松市小学校体

育研究会という体育を専門とした教員の自主的な研修会が、それぞれの分野ごとに

運動のこつを掲載しています。その研修会に参加している教員が、各校における課

題に応じた取り組みを、この冊子を基に紹介しています。全市で一斉に取り組みを

している訳ではありませんが、教育委員会としては、このような冊子を紹介するな

どして、体力・運動向上について考えているところです。 

○ 委  員  スポーツ少年団に加入する子供が減っていることも原因ではないかと思い

ます。 

○ 委  員  騒音などの問題で近隣住民との関係もあり、スポーツ少年団も様々な制約

が出てきているようです。 

○ 委 員 長  １週間の総運動時間の分布で、中学生の生徒の結果が大きく２つに分かれ

ているのは、部活動の影響でしょうか。 

○ 保健体育課長  そうだと思います。 



 

○ 委 員 長  中学生女子における１週間の総運動時間数が６０分未満の割合が、小学生

女子の２倍近くになっているのは中学生女子の特性なのでしょうか。 

○ 教 育 長  全国的にも同様ですが、二極化の表れだと思います。今後の課題だと思い

ますので、体育の授業の中で 対策を講じる必要があるかもしれません。 

○ 総務課長  部活動において、文化部に入部する女子が多いのではないかと思います。 

○ 教 育 長  文化部でも走っているところもありました。部活動をしていない生徒が多

いのかもしれません。 

○ 委 員 長  平均ではなく、全国の上位の結果はどれくらいのものなのでしょうか。 

○ 保健体育課長  はっきりとした数値は分かりませんが、全国学力・学習状況調査の結

果がよい県が、この調査結果も高かったように記憶しています。 

○ 教 育 長  市全体で徹底して取り組んでいるところもあります。本市も全体で考える

必要が出てくるかもしれません。当面は、各校における課題を明らかにして、対策

を講じてほしいと思っています。 

○ 委  員  各校で工夫をしているようです。 

○ 委  員  中には理解するのに時間がかかる子供もいますので、ひとつのことを反復

することは効果があると思います。 

 

 

 

報告事項３ 「情報モラル啓発資料「家庭ではぐくむ情報モラル－正しく使おうケー

タイ・スマホ－」の作成・配布について」 

 

総合教育センター所長から、保護者を対象とした情報モラル啓発資料の改訂版を作成・

配布し、情報モラル教育の重要性等について啓発をすることを報告。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  この内容はもう決定しているのですか。 

○ 総合教育センター所長  既に各校に配布しています。携帯電話等が普及することに伴

い、インターネットへの依存、不適切な画像の投稿など様々な問題が起こっていま



 

す。それらに子供達が巻き込まれないようにするため、保護者に対する啓発の資料

です。 

○ 教 育 長  平成２２年と平成２５年を比べると携帯電話等の所有率が、随分高くなっ

ていて、様々な問題を回避するために保護者に対する啓発をしようというものです。

配布先としては、小学６年生から中学３年までの保護者です。 

○ 委  員  学校が携帯電話等を持つことを禁止している訳ではないということでしょ

うか。 

○ 総合教育センター所長  携帯電話等を持たせるかどうかは保護者の判断になります。 

○ 教 育 長  学校に持ってくることは原則禁止しています。小学校では特別に必要な児

童だけ許可していて、中学校では基本的に禁止です。 

○ 委  員  公衆電話が減ったからだと思います。 

○ 教 育 長  中学校では公衆電話を使うように言っています。 

○ 委 員 長  携帯電話等でよく利用されているサービスが記載されていますが、実態は

もっと多いのではないかと思います。無料通話メッセージアプリの使用で子供は疲

れていると聞きますし、危惧するのは、教師と生徒とでやり取りをすることです。 

○ 総合教育センター所長  生徒同士ではしています。 

○ 委 員 長  その中に教師が混じっていると何か一線を越えているように感じます。 

○ 教 育 長  確かに行き過ぎると問題が生じると思います。 

○ 委  員  モラルの問題だと思いますので、教師に対しても啓発をする必要があると

思います。 

○ 教 育 長  埼玉県教育委員会では問題が発生した結果、生徒とのやり取りを禁止する

通知を出したようです。 

○ 委  員  個人的には、もっと禁止事項を出しても良かったのではないかと思います。 

○ 総合教育センター所長  保護者に対する啓発をして、子供に注意を払ってほしいと思

っています。 

○ 委 員 長  ある意味では、子供は犠牲者ではないかと思います。 

○ 総合教育センター所長  利点は認めつつ、危険性についてはしっかり認識して、注意

して使わなければならないと思います。情報モラルとして、学校にも啓発や研修を

していて、教師にも学んでほしいところです。 



 

○ 教 育 長  インターネットで知り合った人に会いに行った人数で、小学生と中学生の

内訳を教えてください。 

○ 総合教育センター指導主事  小学生が２人で中学生が４６人です。 

○ 委  員  これは大人の責任です。 

○ 委  員  運動する時間も減るので、禁止してほしいぐらいです。 

○ 教 育 長  持たせないことができるかどうかだと思います。県教委でも、携帯電話等

を使用する時間帯の制限などについて、保護者団体と協議しながら、考えているよ

うです。 

○ 委  員  頭ごなしに言っても効果はありません。自分で危険性を感じなければなら

ないと思います。 

○ 委  員  インターネットの利用時間と学力との関連はありますか。 

○ 教 育 長  長時間使用するほど平均正答率は低くなる傾向であると全国学力・学習状

況調査の結果で出ています。 

○ 委  員  個別の指導はしないのでしょうか。 

○ 教 育 長  各校でしてもらうことになります。 

 

 

午前１０時３６分 閉会 

 

 

議決事項 

「高松市高等学校等入学準備金貸付選考委員会委員の委嘱又は任命について」 

「高松市奨学生選考委員会委員の委嘱又は任命について」 

「高松市立学校の管理運営に関する規則の一部改正について」 


